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意に、 わんと いって 喰いつ いたら、 どうす る 気だろう- 

気をつけなければ ならぬ。 飼い主で さえ、 嚙 みっかれ 

ぬと は 保証で きがたい 猛獣 を、 (飼い主 だから、 絶対に 

喰いつ かれぬ という こと は 愚かな 気の いい 迷信に すぎ 

ない。 あの 恐ろしい 牙の ある 以上、 かならず 嚙む。 

けっして 嚙 まない という こと は、 科学的に 証明で きる 

はず はない ので ある) その 猛獣 を、 放し飼い にして、 

往来 をう ろうろ 徘徊 させて おくと は、 どんな もので あ 

ろうか。 昨年の 晩秋、 私の 友人が、 ついに これの 被害 

を 受けた。 いたましい 犠牲者で ある。 友人の 話に よる 

ふところで 

と、 友人 は 何もせ ず 横丁 を 懐手して ぶらぶら 歩いて 



の 頭蓋骨 を、 めちゃめちゃに 粉砕し、 眼 玉 をく リ 抜き、 

ぐしゃぐ しゃに 嚙ん で、 べっと 吐き捨て、 それでも 足 

りずに 近所 近辺の 飼い犬 ことごとく 毒殺して しまう で 

あろう。 こちらが 何もせ ぬのに、 突然わん といって 嚙 

しぐさ 

みつくと はなん という 無礼、 狂暴の 仕草であろう。 い 

かに 畜生と いえ ども 許しが たい。 畜生 ふびんの ゆえ を 

もって、 人 はこれ を 甘やかして いるから いけない の だ。 

容赦な く 酷 1 に処 すべきで ある。 昨秋、 友人の 遭難 を 

聞いて、 私の 畜犬に 対する 日ごろの 憎悪 は、 その 極点 

に 達した。 青い 焰が 燃え 上る ほどの、 思いつめ たる 

憎悪で ある。 



阿諛追従 てんとして 恥じず、 ぶ たれても、 きゃんと い 

しつ ぼ 

い 尻尾まい て 閉口して みせて、 家人 を 笑わせ、 その 精 

神の 卑劣、 醜怪、 犬畜生と はよ くもいった。 日に 十 里 

を 楽々 と 走破し うる 健脚 を 有し、 獅子 を も斃す 白光 鋭 

利の 牙 を 持ちながら、 懶惰 無頼の 腐り はてたい やしい 

さよ-つじ 

根性 を はばからず 発揮し、 一 片の 矜持な く、 てもなく 

人間界に 屈服し、 鉱 属し、 同族 互いに 敵視して、 顔つ 

きあわせ ると 吠え あい、 嚙 みあい、 もって 人間の 御 機 

嫌 をと リ 結ぼうと 努めてい る。 雀 を 見よ。 何 ひとつ 武 

器 を 持たぬ 繊弱の 小禽 ながら、 自由 を 確保し、 人間界 

と はまった く 別個の 小社 会 を 営み、 同類 相 親しみ、 



ンと 射殺して しまいたい 気持であった。 犬 は、 私に そ 

のよう な、 外面 如菩薩、 内，. 心 如 夜叉 的の 奸 佞の 害心が 

あると も 知らず、 どこまでも ついて くる。 練兵場 をぐ 

るりと 一 廻りして、 私 はや はり 犬に 慕われながら 帰途 

についた。 家へ 帰りつ くまでに は、 背後の 犬 もど こか 

うんさんむしょう 

へ 雲散霧消 している のが、 これまでの、 しきたり であつ 

たの だが、 その 日に 限って、 ひどく 執拗で 馴れ馴れし 

いのが 一匹いた。 真黒の、 見る かげ もない 小犬で ある。 

ずいぶん 小さい。 胴の 長さ 五寸の 感じで ある。 けれど 

も、 小さい からといって 油断 はでき ない。 歯 は、 すで 

にちやん と 生え そろって いる はずで ある。 嚙 まれたら 



きた。 いやしい。 もともと、 この 犬 は 練兵場の 隅に 捨 

てられて あった ものに ちがいない。 私の あの 散歩の 帰 

途、 私に まつわりつく ようにし てついて きて、 その 時 

は、 見る かげ もな く 痩せこけて、 毛 も 抜けて いてお 尻 

の 部分 は、 ほとんど 全部 禿げて いた。 私 だから こそ、 

これに 菓子 を 与え、 おかゆ を 作り、 荒い 言葉 一 つかけ 

は ていちょう 

るで はなし、 腫れ ものにさ わるよう に 鄭重に もてな 

あし デ 

して あげたの だ。 ほかの 人 だったら、 足蹴に して 追い 

散らして しまったに ちがいない。 私の そんな 親切な も 

てな しも、 内実 は、 犬に 対する 愛情から ではなく、 犬 

ろうかい 

に対する 先天的な 憎悪と 恐怖から 発した 老獪な a け 引 



も あるから ね」 

「もともと、 捨犬 だつ たんです もの」 家内 も、 少し 不 

安に なった 様子で ある。 

「そうだね。 飢え 死す る ことはないだろう。 なんとか ■ 

うまく やって ゆく だろう。 あんな 犬、 東京へ 連れて 

いったん じ や、 僕 は 友人に 対して 恥ずかし いんだ。 胴 

が 長す ぎる。 みっともな いねえ」 

ポチ は、 やはり 置いて ゆかれる ことに、 確定した。 

すると、 ここに 異変が 起った。 ポチが、 皮膚病に やら 

れ ちゃった。 これが、 また ひどい ので ある。 さすがに 

さんじょ-つ 

形容 を はばかる が、 惨状、 眼 を そむけし むる ものが 
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